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「力溢れる一年に。」　大変革の時代を乗り越え「力溢れる一年に。」　大変革の時代を乗り越え
働く者・生活者の暮らし向上にむけて取り組んで行こう！働く者・生活者の暮らし向上にむけて取り組んで行こう！

　新年あけましておめでとうご

ざいます。

　2022 年年頭に際しまして連

合石川かなざわ地域協議会を代

表してご挨拶を申し上げます。

今年は寅年の中でも「壬寅」（み

ずのえとら）といい、冬が厳し

いほど春の芽吹きは生命力に溢

れ、華々しく生まれる年になる

そうです。連合石川かなざわ地

域協議会としてもそういった力

溢れる一年になればと思ってい

ます。

　そんな壬寅の連合石川かなざ

わ地域協議会は、昨年に引き続

き、労働者自主福祉運動を軸に

かなざわ地協構成組織の連携や

情報共有等の強化を行っていき

たいと考えています。色々な挨

拶の場で申し上げた、フル装備

の組合（私の勝手な造語です）

「専従の組合役員がいる」、「専

従の組合書記がいる」、「組合事

務所がある」、こういった組合に

対して、その内「２つしか無い」、

「１つしか無い」、「全部無い」

といった組合の実情を知り、地

協と、各事業団体が一体となっ

て、「不足している部分をどの

ような形で補完し、活動を展

開していくのか。」という事を

議論していきたいと考えていま

す。今年は、第二段階として昨

年開催した研修会を総括し、情

報共有と制度利用時の課題共有

を幹事組合、各事業団体と行っ

ていきたいと考えていますので

ご理解とご協力の程、宜しくお

願い申し上げます。

　今年度の議案書の冒頭で、新

しく生み出された「ニューノー

マル」への適応をめざし、各構

成組合との連携のもと、どのよ

うな環境であっても、本来の意

義を失うことなく、形を変えな

がらでも一歩ずつ運動を前に進

めて行かなければならない、と

記載させていただきました。今

まで当然とされていたモノの見

方や考え方が劇的に変化するパ

ラダイムシフトは、あらゆる分

野でのデジタル化により起きて

います。さらにこの変化は、新

型コロナウイルスという、黒船

が来たことにより一気に進行

しています。とは言うものの、

我々の意識の中では、新型コロ

ナウイルス感染拡大のインパク

トが強烈で、息苦しく、満足な

活動もロクに出来ない、昏い世

の中を生きていると感じている

のではないでしょうか？　しか

し、先に記した様に実際は、数

百年に一度起こる大変化の時代

（明治維新クラスの歴史的大変

化の時代）を今まさに、生きて

いるのです。この事自体が幸運

な事なのか不幸な事なのかは分

かりませんが、たまたまこの時

代に生まれこの社会を形成して

いる１人となってしまった“奇

跡”を受け入れ、この大変革の

時代、かなざわ地協の活動に参

加し、働く者・生活者・社会的

立場の弱い人にとって必ずハッ

ピーエンドになる。そんな世の

中をめざして取り組んでいきま

しょう。

　最後に皆様には、旧年に倍し

てのかなざわ地協への結集をお

願い申し上げますとともに、こ

の１年が皆様にとってより良い

１年となりますことと、ますま

すのご活躍をご祈念いたしまし

て、年頭のご挨拶とさせていた

だきます。

年頭にあたって
　議長　川端　知哉
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　１月 28 日（金）に金沢地域

ライフ・サポートセンターと合

同で開催を予定していた「2022 

NEW YEAR 旗開き」について、

新型コロナウイルスの感染拡大

と県内における「まん延防止等

重点措置」の適用を踏まえ、非

常につらい判断ではあったが開

催を中止した。ご来賓をはじめ、

参加予定であった各加盟組合の

皆様方に深くお詫びするととも

に、ご理解に対し改めて感謝申

し上げる。

　かなざわ地協では、例年春季

生活闘争における連帯活動の一

環として「職場交流旗」の取り

組みを展開している。本年にお

いては、新型コロナウイルス感

染症が未だ拡大基調にあること

から、激励メッセージを募集し

て交流旗を作成する昨年と同様

の方式にて皆さんの想いを集約

したいと考えている。各組織の

ご協力を改めてお願いする。

　かなざわ地協では、去る 12

月 20 日（月）に津幡町と内灘

町、同月 24 日（金）にかほく

市と金沢市に対し、2022 年度

の予算編成に向けた政策制度要

請を行った。当日は各地域の推

薦議員の皆様方とともに訪問し

たが、すべての自治体において、

首長自らご対応を頂いた。2 ～

3 月に受領する回答について

は、組織としての受け止めなど

慎重に取り扱っていく。

　現在進めている確定申告運動

の取り組みの一環として、かな

ざわ地協では 1 月 24 日（月）

に県地場産業振興センターで確

定申告および可処分所得向上に

むけた勉強会を実施した。組合

員の皆様には各種還付申告制度

の知識をしっかりと身につけて

いただきたいと考える。

自治体要請の実施について

確定申告運動について2022 NEW YEAR旗開き
の中止について

コロナ禍における職場交流旗
の取り組みについて

津幡町・矢田町長

かほく市・油野市長

内灘町・川口町長

金沢市・山野市長

石川県知事選挙
金沢市長選挙
各級選挙への

ご協力をお願いします。

3月13日（日）が投開票日です！




